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近年､地場産業の衰退した地域において､ 都 市 住 民 と uT )ー 交
流によって地域(･T.)活性化を図る環七な事 業 が 多 ･く 見 ら れ る .
これらLpT)事業は､住民･J)意識向上や地 域 ミニり 多 uilT 的 価 値 を 再 発
見十か7)に成果を上げてきた,J実際に ､ 新 た な 産 等 を 創 出 し
､ 一← ● ● 一
題･軌られる等,Jj効果が報告されている こ｢
こうした交流活動は地域に新た な 来 訪 者 や ､ 産 業 を も た
らすことになるが､地域LT_)人々J}文 化 は あ く ま で そ の 地 建茸
に古くからある産業に根付いたも の で あ り､ 交 流 に よ る 意
識向上はこうした地場産業oj活 性 化 に 寄 与 す る も の で あ る
ことが本来望ましいニ
1-2研究の目的
本稿では､郡市住民との地 場 産 業 に 依 拠 し た 交 流 活 動 の
新たな可能性を示す｡窯業を 地 場 産 業 と す る 陶 器 の 産 地 が
‥ .一r;′ :`".,..二:.I/ ‥.= l' ∴ .･･ .､-
上げるO
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いるかという点に着目し.､受け入れる地場 産業 crI-担 い 手 J)
意識を対象に調査を進める｢窯業従事者の交流事業 に 対 す
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課題を明らかにすることを目的とするっ
1-3研究の位置づけ
都市住民との交流が地場産業地域に及ぼす 影響 に 関 し て
:こ､ 一∴' .:∴∴ ∴･,･･十 '･ ･ ､∴ ･'1
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地場産業 都市住民
的 な 茅 責 集 落 維持に寄与する効果を明らかにしているO本
稿 は ､ 都 市 住 民 と の 交 流事業に関する一連の研究U-)流れを
汲 む も の で ､ 地 場 産 業 の 衰退した地域において行われる､
地 曙 産 業 に 依 拠 し た 交 流 事 業 の抱える課題を扱うものとす
る ｡
1- 4 研 究 の 方 法
3 章 で は ､ 窯 業 の 生 産 工 程 を ､ 窯 業 関係者への聞き取り
調 査 か ら 把 握 す る ｡ ま た ､ 交 流 事 業 従 事 者の類型化と交流
事 業 毎 の 交 流 形 態 を 聞 き 取 り調 査 よ り把 握 する｡4章では､
ア ン ケ ー ト調 査 と 聞 き 取 り調 査 に よ っ て 把 握 した､交流事
業 に 関 係 し た 窯 業 従 事 者 の 属 性 別 ､ 交 流 形 態 別 ､事業別に
交 流 事 業 の 効 果 と 問 題 点 に 関 す る 意 .R を 整 理 し 分 析し､そ
の 評 価 と 課 題 を 明 ら か に す る ｡
2. 対 象 の 概 要
2- 1 対 象 の 選 定
･/I I.''･ ∴ '-一二.㌔ .‥ .三∫:,二 二∴ ∫. ∴ 一･I･･:∴ 一
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別 作 家 を 受 け 入れる交流事業を行って い る｡本稿では､町
内 で 行 わ れ た 地場産業に依
拠 し た 交 流 事 業である ｢駆
. . ‥ ∴ ●.･､･.･ ･､ .
｢駆 出 ｣) ｢ワ ークショップ
/ ､~､ ･∴､･.I:.i:･:､
.-" :.I -･二':_:二∴･,:･
2 - 2 対 象 地の概要
長 崎 県 東 彼 杵郡波佐見町
は ､ 全 国 の 一一･般家庭で使
わ れ て い る Ej開会器の約
t学生会員早稲円木学理工学研究科 修士課程 (GraduateSchool.°ept.ol~Architeeture.SchoolofSCi･andEng.･WasedaUniv･)
tt正会員 早稲F]大学矧~.T∴学部建築学科 教授 ･I.博 tpror.DepLd㌧lrchitecture.SrhoLlol､SL.iLLlndEng･.WasedこLUni､∴Dr.Er噌･)
･ _ 一､ ~1-.■-lト.L･ミ..＼ - -. ･ ＼ ! 一 ･ ･.､ ､ ‥･､･●､ ､､､･一･ト･.､: ･･･
-967-
1 3 -I?-/6 を 生 産 し て お り ､ 全 国 で も 有 数 J I) 窯 業 産 地 で あ るとい
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対 応 し た 生 産 を 行 い ､ 町 内 有 数 の 産 地 と な っ た ｡ 現 庄でも､
地 区 内 業 者 の 団 結 が 強 い ｡ .
＼∴ ､ : I : T チ / I_ ･ こ●∴ ‥ ‥ .･ : ･ : ･ ､ 臣 , ~ ∴ 二 I r. こ こ ､ IL.lP:･r
た に 開 拓 さ れ た ｡ 高 度 成 長 期 に は 磁 器 の 大 量 生 産 に よ って
町 の 窯 業 を 支 え ､ 現 在 ､ 町 役 場 な ど の 公 共 施 設 が 集 中し､
大 型 工 場 の 集 ま る 波 佐 見 町 の 中 心 と な っ て い る ｡
3 . 交 流 事 業 の 概 要 と 交 流 形 態
二 つ の 交 流 事 業 の 内 容 を 表 1 に 示 す ｡
ま た ､ ア ン ケ ー ト 調 査 お よ び ､ 聞 き 取 り 調 査 の 結 果 を表
Z に 示 す 1-,
3 - 1 従 事 者 の 関 わ る 産 業 工 程
交 流 事 業 に 関 わ っ た 従 事 者 の 行 う 産 業 工 程 を ア ン ケー ト
調 査 よ り 把 握 し た ( 図 2 ) ｡ 下 記 の よ う に 3 つ に 類 型化し
た ( 図 3 ) :J
( i ) 全 工 程 型 : 商 品 生 産 の 工 程 と 商 品 開 発 を 担 う 窯 元従
表 1 二 交 流 事 業 の 句 ず
出 場 養 鯉 無 筆 纏 搬 亘
も の づ く ウ の た g Ji の 人 相 潜 成 一 学 生 間 .女 将 倍 増 ミ 湊 と 濁 漣
雪 辱 2 年
主 催 は 溝 吐 旦 那 ､ 発 け 入 れ 接 中 程 C ) 自忠 波 佐 見 町 で 活 動 を し て ｣ ヽ る 確 言 や 寮 が潜 入 餌 に 企 画 ､ ケ リ ー ン ク ラ フ ト ツ ー
リ ズ ム 研 究 食 が 主 塔
中 馬 寒 東 連 合 に 滋 野 し て い る 幕 元 の う ち G C T の 関 係 者 や そ の 古 人 ← 血 縁 領 .
+ ′ 十, 受 け 入 れ 中 破 な 耳 元 禁 額 に あ る 世 帯
貴 賓 席 の 美 徳 東 大 亨 存 手 中 L,D 字 号 1 C † ナ 尊 の 博 翼 と の 朗 孫 の あ る 煮 鰭 藻 文 学在 掌 中 の 学 生 で ､ 首 都 潮 J ) 大 字 が 手心 ヽ
沖 卓 也 に あ る 傾 き 韓 公 乳 中 毒 叱
辛 休 み と 春 休 み の 2 臥 一 遇 間 程 度 薬 類 :i…召 夏 休 み の 二 十 日 間
㌻ n j l j l ≡ ｣ 1 :
図 2 : 窯 芸 に お け る 産 完 工 穏
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(ii)開発重視 型 : 商
品開発を行い､生 産 工
程にはほとんど関 与 し
ない窯元従事者 を 指 す ,I
責 2 ニ 従 事 者 へ の 調 音 牧 草
敏 雄 閉 環 沓 整 名
7 - L7 二､ 三 ン プ
屯 地 叩 1:黙 壱 3 毛
三 流 力 l:他 項 度 量 に ..lk i才 し ,t 影 V
そ の 他 ､ 商 品 開 発 を 行 う 関 連 業 従
事者も含む√.～
3-2 各交流事 業 に 関 わ っ た 従 事 者 の 属 性
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(表3)O
その結果､以下 の よ う な 特 徴 が 明 ら か に さ れ た (.メ
られる｡
(i)分業工 程 型 : 業 車 重 と し て は 元 卸 商 が ほ と ん ど で あ り ､
｢wS.｣にの み 見 ら れ る (〕
(ii)開発重 視 型 : 業 種 と し て は 窯 元 と 関 連 業 者 に 分 け ら
れ､それぞれ ｢▲ 駆 出 上 ｢-w s ｣ に 見 ら れ る . ま た ､ 後 継 者
について､血 絹 に よ る 継 承 で は な く ､ 打 也 元 で 焼 き た い と
いう人が欲 し い 二 と い う 意 見 の よ う に 柔 軟 な ｢ 新 し い シ ス
テム｣を望 ん で い る こ と が わ か っ た 0
3-3 各 事 業 に お け る 交 流 場 面
表3,従事 舌 端 r= - 隻 表
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緒にいる時間を取り上げ､(.i)交流会 (2)制[/F活動 (3)
作品を展示 (4)EJ常での交流 (51その他の 5つに分ける｡












ア ドバ イ ス
従業鼻が絵 付 け､ ろ くろを 教 え る
場合もある｡ 基本 的 に は 口出 し を
しない｡
⑥自分のとこ ろで は 主 に絵 付 け作 業
を行うが､ ア ドバ イ ス 的 に 最 低 覇
の;t主意をす る ことL;i/Tは コ出 しを
しない.
⑳碁本的には五 人 の 意 志 で
後はのぞく程 度 ,
･llh当 番部 で窯 実 を しておi,l遅いとき
は 1時 か 2時 まで十三等していた｡
⑮ 貰 IL?は茨 甲 まで や っていて葦し入
れ L,た い く らい だ った｡
った子 の 作品 J.?み 見た｡
分たちで 制作 LJた 器 に ∃作 の 料
理を盛って 夕食 を ご馳 走 に な った
E]常 で の 会 話
タイル を展 示 した｡
町 民 との ふれあい
:: ~∴ ‥ ∴ ‥ ･ :. :
どuT73人 が 誌 LJか けてくれた,
なで歌を歌 った｡
悪果に滞す る念 .陪
の 誌 モ した り｡
気の合う子 とは食 事 を した り｡
地域との 関わ り
I; ∴ ∴‥_ ∴ . ... ･-
子もいたD
1■ 1 -:… 了 ~･ ･
… " A-､こ rJ. I-･.‥
主 菜 に Baす る会話
･:I ･∴ ~ :_3 1 ･I
:J:I: 一 ･ ●■ ~
日常 で の 会 話､
京 菜 に服 す る会悪
一二: ( ' ,･
接 したの は熱 愛 と夕貴｡
入 先 と 共 に過ごすEl
図 4 :交 流 場面と交流,75J感整理
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4- 1 属 性 別の評価
･一∴ I: :･I.･∴ . ._ l I ､ '. '､･ I
トは図 6中 の 見出 しと対 応 して い る _二ノ
(i) 全 工 程型 :一部 で 自らの 仕 事 へ の 活 用 が 見 られ た'l
･､.∴ : ･ .一~ ‥ . :､ ･ .. ∴ ~二 ∴
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以上か ら､全工程型 の従事 者 に と っ て ､ 生産 工 程 の 全般
に関与 している点が､ 発想 を 自 ら の 仕 事 に 活 用 し た とい う
評価につながった と考 え られ る .A_,
(i)分業工程型 ∴TF学生 の焼 き 物 に 対 す る 姿 勢 は 見 習 い た
. .＼i_:, 一･.･･., ∴ ､I.lJ I: / ~ ●･-小′･ :二 一
･＼ ∴ -I･.∴･∴■I/二l∴ ･ 一 1., ､ 二 ､ .I :' .､
りなや り方を選ぶが､それ は そ れ で 少 量 生 産 に 応 用 で き る
I.･.●.I. ･. ･`● ･二一.･I .･ .`" . . I
という評価が見られた一｡
以上のように､分業工 程型 の 従 事 者 は 外 酢 情 報 を 得 た な
どか ら､事業を評価 してい る が ､ 実 益 に 結 び つ く よ う な 地
場産業の振興に結びつかなかったと考 え て い る こ と が 伺 え
る｡
(ii)開発重視型 :ilF自分の考えを変えるようなデザインで､
/ I-. ､･-i･∴--I. こ.: ･ 1. ■‥ . ~~.●､､ I
r､_･･.､･二二､~.･'･-'_ ･∴ ∴ ミ~I.:.∴ ニ
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仕 事 に 活 用 し て い な い ｡
. ~.. :' t ･; ･.∴ ･ :
. ● . ･', ‥ ･ : 一二 /, ･ ･ ･l‥ I. 一 -_ .一
芸5:属性別の評価
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ち か ら ヒ ン ト 雪 子等 ,T= ものは
あ る ②
商 品 の 発 想 を 肖 る ( C )
● 土 類 の コ が 人 Er J ･# に な
っ て い る 作 品 や ､ 等 妹 を
百 も 千 も か い て い る 作 品
は 印 象 餌 だ っ Jt ⑥
商 品 の 発 想 を 得 る ( C )
● 作 海 の 技 三両 L , ベ ,lLlが 葛
い 作 品 は よ く 貰 え て い
+ - 舞 茸 法 的 に 克 行 が 薫
た と 思 っ て い .し づ三 流 漬
溝 を 三 淀 が _F / r 等 き /:r空 清
さ て た 茨 :'三 も t,B る ｡ こ れ




テ ら t .1 か ら す 荒 を 佳 っ た
オ ブ ジ ェ つ く っ て い た
1 若 い 人 の 誌 は ､ と て も
い い 情 報 /,i と 思 う
q 学 生 の 嘩 合 は 原 型 か ら
韓 て 方 を '? く る IJ ) に 異 様
に 暗 闇 を か け る o b さ 寸コ
さ 遠 瓦 つ の や り 方 モ
B そ れ は そ れ て ､ 少 憩 多
品 種 主 産 に 応 用 で き る か
も し れ な い Jが
苦 手 の 人 脈 を 得 る ( E )
書 等 普 'D や r,1 取 り を 何 度
う ､ 行 っ た
■ 今 寺 の ･2 _L休 み は ､ 山 だ ,
､ ら バ イ ク で l乳 ,L K :に 来 る
こ と に ㊥
p - - ~.- ~ - ･一 - - - ~ - ~ ~ ~lr ll 1 - ~ 一 I l1 - - 1 -■ '. ~- ~` . 1 1 ~ ~ ~- ll
[ 亘 垂 ] - ‥ 地 場 産 業 限 定 ⊂ = = = ⊃ こ 限 定 で な い
l _ _ _ ._ _ _ _ _ ._ _ - _ ._ 一 ･一 _ _ - .■ ー _ _ _ - _ _ _ _ _ _ 一 ･一 一 一一 ._ _
に 関 す る 会 話 ｣ で は ､ 既 存 の 生 産 工 程 を 変 化 さ せ る ､ 発 想
を 得 る と い っ た 評 価 が 見 ら れ た ｡ 窯 業 の 生 産 工 程 を 具 有 す
る こ と で ､ 従 事 者 は 自 ら の 技 術 を 教 え な が ら も 既 存 の 生 産
: ･/ I.. _ ～ .I ' '･. ∴ ‥: I_･ ..: ~-. . ,: ･
の 交 流 ｣ で は ､ 手 紙 な ど の や り 取 り を し た り､ 仕 事 を 共 同




3m 恩与溝サボ-ト T字主tD凍苦竹に対するi努は鼻音いた叫A一一21j はないが､生活面で全奇的なサポートをしたことで､台与の仕事L,+j悪衣が高まつた○
ミ生産工程の発想を得るtD)警警莞警護 蓋曇違憲雷撃宴lg;蓋霊澄ま某-＼の意欲を得る A 従事者が､割や寮の製作工程に直凄軍わ
ることでー寸土事への番欲が高まり､また
自らの商品C}生産工程や発想をISた○
七ご . 嶺 品の発想を誇るtC) 案帝の作品がその噂にあり､これをもと
警還票策 萱霊慧霊警豊霊長漂豊富k,3tにして講評することで★帝品に溝席できるような発想を碍たす
十栂域経済の活性化 阜Ti作寮の副やに即して韓に怒裁かなくて














･l Z - ‥ ･● ､･::品 が あ った
暮 ワ - クショップで.:言､棚ヨモイメ-ijしたフランク･-に雫いた ⑫
● 自 分たちは製や韓考LT､至言を考えて芸台をデザインするのだが
芋 三 た ちはこれを小さくデザインL,/+C｡こ
も の で .どこかこ活用したいと思っている
生 産 工程の発想を得る(D)
● .荒 さ な葦~吉相いて言語象皇つな表現モしていた芋三が面≡かったe
4 工 程 を古く所が亙≡い｡剖えば､笥込みのとき本村のりを持T
き て 古 松 笠を作った:J"Jいた ⑬
! TL =..i =芝王Lig認
+ 生 徒 がデLJ-ィナ一事韓所に勤¢て､そのってJT-仕事が窯たこ
と も
手 tl去 っ て もらった
+ 物 販 ,rdにざま淫鼻噴きを留-,1下して-I.らったO
● 三 年 くらいの周期で､常に斉しい子が入ってくるL,7)がありが
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12)6:敬.!且みの評価にBaする意見整理
-970-
｢ 作 品 鑑 賞 ･ 講 評 ｣ と ､ ｢ そ の 後 の 交 流 ｣ で多様な評価が
み ら れ る ｡ ま た ､ ｢ 技 術 指 導 ･ ア ド バ イ ス_i｢窯業に関す る
会 話 ｣ 等 o _) 地 場 産 業 に 関 わ り の 深い交流 形態 でも､多 くulj
評 価 が 見 ら れ る O た だ し ､ これ らは削作家が学生であ る こ
と に 起 因 し た 評 価 で あ る ことが伺われる｡
4 - 3 交 流 事 業 別の評価
｢ 駆 出 ｣ で は､り地域での意識変化 "や 弓出城経済 J)活 性 化 '一
な ど の意 見がみ られたO この理由 として､窯元連 合 の 連 携
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業 を 行 う こ と で､ 相 続 的 な 活 甲 が 可 能 と な っ て い る こ と の
二 つ が 挙 げ ら れる O
｢ w s ｣ で は ､成 果 の 仕 事 へ の 清 掃 が あ ま り み ら れ な か っ
: - ∴ :I . . 工 l､ . : -- . 二 一 ･ ･: ' ∴ `. ' ､
か っ た た め と ､ 継 続 年 数 が 短 か っ た た め で あ る と 考 え ら れ
る ｡
4 - 4 交 流 事 業 の 問 題 点
∴ -∴ ;: ‥ / :. ･._ ∴ . I,. ･ - I I '.･: ､ ∴ ･ ● ∴ .
た D 二 つ の 事 業 に お い て ､ 交 流 す る 時 間 か 不 足 し て お り ､
交流そのものに偏 り が あ る こ と が 指 摘 さ れ た _.I, ま た ､ 従 業
員との話し合いがなく､分業で商 品 が で き る と い う 商 品 生
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ゆ くことによ り､交流事業を継続 してい くことが期待され
る,ニまた､全工程型か ら出された意見のように､作品0)商
品化や若手誘致 な どの将来像を持 って事業展開すること
で､広 く事業の担い手を確保することも期待できる.ニ
(2)交流形態の選択
十● ●:..tこ● 一二- ･.: ._.1'･ '､･二一･二･∴ ･･､.lt
｢窯業に関する会話､｣等の､従事者の 自らの作業場内での
交流や､仕事で取 り扱 っている様な作業を取 り入れた交流
のような､地場産業に関わ りの深い交流形態で､多 くの従
事者の評価が見られる｡





らの不安 もあるが､ こうした交流事業を行ってい くことが
従事者の評価を高め､取組みへの意欲を高めるのに有効で
あると考える｡,これは､受 け入れ る創 作家 として ｢作陶豪
を志望す る首都漁の学生.iを取 り上げたため､中にHt､受
け入れたUT)が学生でt･,7つた ことが従事者の評17酎こ大 きく畏三
響 した点 もみ られた｡
(3)事業の継続
地場産業に依拠 した交流活動の場合､事業後の交流を評
価す る意 見が多 く見 られ る｡本稿では特に､町によって比
棺的長 く継続された ｢駆出｣において､従事者が交流によっ
て構築された人脈を活用する例がみ られた｡まだ 2度 しか
開催されていない ｢WS｣ では こうした評価がまだみ られ
ないが､民間が担 ってお り､今後事業を継続することで新
たな産業振興における役割を 果たす ことがで きるもの と考
えられ る｡ このように､地場産業に依拠 した交流事業では､
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